
平成 25年度第 1回長洲・荒尾地域公共交通活性化協議会発言内容 

事務局長 

定刻となりましたので、只今から協議会を開催したいと思います。 

 

本日の議事に入ります前に、まず資料のご確認をお願いします。 

事前に送付いたしました資料から確認したいと思います。本日の式次第が 1枚、

資料 1、2、3、4 が 1 部ずつでございます。続きまして、本日配布いたしました

資料についてですが、配席図が 1枚、委員名簿新旧交替表が 1枚、生活交通ネッ

トワーク計画関係資料（資料 4）が 1部です。不足等ございませんでしょうか。 

 

それでは、只今から「平成 25 年度第 1 回長洲・荒尾地域公共交通活性化協議

会」を開催します。 

まずは、委嘱状の交付を行います。今回、人事異動等に伴い、玉名地域振興局

維持管理課長の坂本委員が松永委員へ、地域代表（長洲校区）中町区長の塘岡委

員が東荒神区長の髙松委員へと、２名の委員の方が変更となっておりますので、

ご報告いたします。それでは、長洲町長中逸博光より委嘱状の交付を行います。

よろしくお願いします。 

【委嘱状交付】 

 
 それでは、本年度最初の会議となりますので、中逸町長よりご挨拶申し上げま

す。 

【町長挨拶】 

事務局長 

町長は公務のためここで退席させていただきます。 

 

それでは、議事に移ってまいります。本日は、吉田委員（有限会社有明観光タ

クシー）、吉田委員（社団法人熊本県タクシー協会）、貢委員（全九州産業交通労

働組合）、奥委員、以上 4 名の委員が所用のため欠席でございますが、本協議会

設置規約第 7条に基づき、代理の出席を含めた過半数のご出席がありますので、

本日の協議会が成立しますことをご報告いたします。 

 

それでは、次第 3、会長挨拶を大山会長よりお願いします。 

会 長 

皆さんこんにちは。平成 25 年度の本年度第 1 回長洲・荒尾地域公共交通活性

化協議会にお忙しい中お集まりいただき誠にありがとうございます。 

本日は、平成 24 年度決算と生活交通ネットワーク計画についてご審議いただ

くこととなりますが、協議に入ります前に、まずは、平成 23年 10月より運行を

開始しました「きんぎょタクシー」の平成 25 年 5 月末までにおける運行状況を

事務局より説明願います。 

事務局 【きんぎょタクシーの運行状況ついて 説明】 



会 長 

 只今事務局より、きんぎょタクシーの運行状況につきまして説明がありました

が、ここでご質問があればお受けしたいと思いますが、委員の皆様から何かござ

いませんでしょうか。 

無いようでしたら、協議に移りたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

【質問、異議なし】 

 

それでは議案第 1 号 平成 24 年度長洲・荒尾地域公共交通活性化協議会の決

算について、事務局より説明をお願いします。 

事務局  【議案第 1号 説明】 

会 長 

只今、議案第 1 号 平成 24 年度長洲・荒尾地域公共交通活性化協議会の決算

について説明が終了しましたが、ここで、監査報告を監査委員であります野村委

員にお願いしたいと思います。 

野村委員 【監査報告】 

会 長 

野村委員ありがとうございました。 

それでは、議案第 1 号「平成 24 年度長洲・荒尾地域公共交通活性化協議会の

決算について」委員の皆さんから質疑等ございませんでしょうか。 

 

無いようでしたら、ご承認いただいてよろしいでしょうか。 

 

【異議なし】 

 

ありがとうございます。 

それでは、議案第 2号「生活交通ネットワーク計画の提出について」事務局よ

り説明をお願いします。 

事務局  【議案第 2号 説明】 

会 長 

只今、議案第 2号「生活交通ネットワーク計画認定申請の提出について」事務

局より説明がございました。 

この件に関しまして、委員の皆さんからご意見等ございませんでしょうか。 

委 員 

資料 4 の 2、地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果の中で、利用者

数の数値目標を平成 28年で 13,000人とされていますが、すでに 5月末で 21,406

人を達成されていますよね。その兼ね合いはどのようになっているか説明をお願

いします。 

事務局 
21,406人の利用者数は、運行当初から平成 25年 5月までの 20ヶ月の累計とな

っており、こちらの 13,000人は年間の数値目標になっております。 



委 員 
利用者の中で、ほぼ毎日使われているのは荒尾支援学校の生徒さんたち以外に

はおられないでしょうか。 

事務局 
公共施設の健康福祉センターをご利用されている方の中には、休館日以外ほぼ

毎日のように予約をしてご利用いただいている状況はあります。 

会長 

きんぎょタクシーには 3ヶ月の定期券もありますので、もしその購入状況がわ

かれば頻繁に利用されている方の状況もわかるかもしれませんが、事務局いかが

でしょうか。 

事務局 

荒尾支援学校に通学されている生徒さんが 5名いらっしゃいますので、皆さん

については現在、定期券を購入していただいております。また、特定ではありま

せんが、荒尾市の病院への通院やご家族のお見舞いなどが続かれる場合は、定期

券を購入してご利用いただいております。 

委 員 

３カ年計画ということで作成されていますが、国庫補助金の申請額が 3年間ほ

ぼ同一ですよね。ということは、町としては今の状態を維持したいということで

理解していいですか。と言いますのは、前回の会議の中で、タクシーの増設の話

が出ましたけれども、今回の申請内容を見ると、「今の状態を維持していこう」

というような感じがするのですが、基本的にそのような考えとして受け取ってい

いでしょうか。前回「希望の時間にきんぎょタクシーに乗れない人がいる、待ち

の人がおられるので増車しては」と言った話もありました。私は会議後に「民間

ではないので、町の運営で 100％需要者を抱き込む必要はない。他の交通機関や

業者もあるので、町が増便してまで取り組む必要はないのでは」と事務局に伝え

ました。この数字から行きますと、「今の状態でしばらく推移していく」といっ

た捉え方でいいのかお尋ねします。 

事務局 

町民のニーズに応えていくならば、増車または増便という形になってくると思

います。そのように取り組むことで、利用者増も見込めると考えています。また、

「乗れなかったので車を増やしてほしい」「玉名に行けないのか」「土日も運行し

てほしい」など、いろんな声も届いており、ニーズにどう応えていくかというこ

とや運行するにあたっての課題も出てきています。しかし、今委員からもありま

したように、増車することで、他の事業者への影響も考えなければいけません。

現段階で考えられるところでいけば、現状のままでいけば 13,000 人は達成でき

るだろうという数値目標とさせていただいておりますが、今申し上げました課題

をどう解決していくかというのは今後、協議会の場でもお諮りしながら、そして

まず町民の方がどのようなニーズがあるのかを検討していかなければなりませ

ん。今、「お断り」がどのくらいあるかなど、毎日数字をとっています。そうい

ったことを見ながら、今後検討していきたいということで、現段階では国に申請

する資料としては現状のままで考えております。 

委 員 

資料１、利用者数の推移について、運行から 20ヶ月で 21,406人とありますが、

1 ヶ月で約 1,070 人、１日で約 48.6 人、１台あたり約 24.3 人。１日 8便なので

１便あたり約 3人になると思います。そうするとこれまでバスを運行してきたよ



りもかえって悪い数字ではないでしょうか。町の税金を使っていて、これでいい

ものか再検討をする必要があるのではと考えます。 

事務局 

利用者は、バスが町内を巡回して運行していた時よりも確実に増えておりま

す。当時、長洲町内を巡回していた路線と、町内を通って荒尾市民病院まで行く

2 路線合わせて、利用者は年間 8,000 人でしたが、きんぎょタクシーを運行し始

めて 1 年間で約 12,000 人の利用があっておりますので、比較すると約 1.5 倍の

利用者数となっています。 

委 員 

きんぎょタクシーを使っている人から、「雨の日に、『足が悪いから家の前まで

来て欲しい』と頼んだら、ドライバーに怒られた。どうしてタクシーで行かない

のかと言われた」という声を聞きました。当初の予定では、基本的に家の近くま

で行くことになっていたと思いますが、こういったことがあって乗らなくなった

人が何人かいらっしゃると聞いて、随分話が違ってきているのではないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

事務局 

運転手さんの接遇については、町の方にも様々な声が寄せられています。また、

逆に「親切に対応してもらった」と喜ばれている話も聞きます。運転手には、き

ちんとした対応や、そういった声がないように努めてもらうよう今後もお願いし

ていきたいと考えています。 

会長 

ご意見ありがとうございました。今、委員の方からありましたご意見につきま

しては、今後の運行に生かしていただきたいと思います。 

 

他にご意見はありませんでしょうか。無いようでしたら、議案第 2号「生活交

通ネットワーク計画の提出について」ご承認いただいてよろしいでしょうか。 

 

【異議なし】 

 

ありがとうございます。それでは、次第 6のその他に進みたいと思います。何

かございませんか。 

委 員 

やがて運行から 2年経ちます。運行してしばらくしてから、アンケートを取ら

れているかと思いますが、いろいろなご意見も出ているようですので、再度いろ

んな角度から利用者の方々にアンケートを取られてはいかがでしょうか。 

事務局 

運行をする中で、様々な課題が出てきています。その中で、運行にあたっては

利用者の声を一番に考えていかなければならないと思います。今年度、9 月 30

日で丸 2年を迎えますので、再度、年内にはアンケートを取らせていただき、今

年度の協議会で結果等を委員の皆さんにお示ししながら、今後の運行の在り方を

検討させていただけたらと考えております。 

会長 

他にございませんか。 

無いようでしたら、これで、平成 25 年度第 1 回の協議会を終了したいと思い

ます。皆様、お疲れ様でした。 



 


